
【第1部】

安心安全な作業環境保持のための電解水を用いた曝露対策
（作業者目線からの話題提供 / 導入）

【第2部】

抗がん薬の副作用対策に向けたドラッグリポジショニング
（手足症候群の話題を中心に）

【第3部】

がん薬物療法の患者安全管理における将来展望
（東京都でのモデル形成/薬剤師の薬学的管理）

2026年 7月 3日（金） 19:00～20:30

沖縄県市町村自治会館４階 第7会議室
（〒９００－００２９沖縄県那覇市旭町１１６－３７ TEL ０９８ー８６２－８１８１）

※ハイブリッド形式で開催いたします。

『 がん薬物療法の患者安全管理における将来展望 』

発信会場・形式

Oncology Pharmacist Seminar
 in OKINAWA 2026

Special Lecture 19:00～20:30

共催 琉球大学病院 沖縄県病院薬剤師会 中外製薬株式会社 連絡先：uchidanro@chugai-pharm.co.jp

8:45~17:30（土日祝除く）

お申込み期限：7月3日こちらにてご参加・ご視聴登録

お申込み期限：7月3日
こちらにてご参加・ご視聴登録

座長
琉球大学病院 薬剤部 副部長

石井 岳夫 先生

日病薬病院薬学認定 薬剤師制度(１単位 申請中)
単位ご希望の場合
①単位付与にはすべての視聴が必要です
②視聴確認のため講演中に3回キーワードを提示しますので、講演終了後に入力いただきます

演者
がん研有明病院薬剤部 副部長・臨床研究担当

清水 久範 先生
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